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積は同一水準にとどまっており．

4）従って，今日までの大規模水稲単作経営は，低い

労働生産性を大きな家族労力かもしくは年麗労力

の薬療でもってカバーし，維推してきたものと考

えられるだろう．

なお以上の分析のなかで残された問題としては，分析

タイプ別の事例数が小さいこと，平均的な考察は同時に

平均からの分散，すなわち農家によっては高い生産性を

あげている場合もあるが，このような事例を捨象してい

ること，農家群内の動きを動態的に把握するには平均的

考察だけではなく，限界収益性の検討も必要なこと等あ

げられるが，これらは今後の課題としていきたい．

寒冷地稲作の技術水準に関する研究

一技　　術－

＊八柳　三郎・本谷　耕一・伊　達　　了

（東　北　負　託）

東北の稲作技術研究においては障害防止一安全多収一

省力機械化が当面の課題であるが，従来の低位生産地に

おける反収向上に比しいわゆる米どころの収益の停滞性

が目立って来ている．前者では苗の改良一作季一施肥法

改善を中心として向上をもたらしているのに反し，後者

では多収せんため深耕，多肥などにより倒伏の多い稲作

となり計画生産にはほど追い観を望している．さらに生

産規模の拡大，直播様式の導入など急速に稲作に対する

考え方が変りつつある現在どのように技術的に水稲の栽

培な変串せしめ，いかなる体系化を考え，さらに稲作技

術研究のあり方を考究せんためにこの研究を行ったもの

である．

研究の場所としては反収高くかつ停滞気味の単作地符

であり，研究結果の摘応範囲の広い山形県庄内地方を撰

定した．研究は山形県農武と共同で行った．

慣行技術及び環境条件の特徴と問題点：庄内地方では

ササシグレ，農林41号の2品種が圧倒的に多く作付され

ているが．水稲を供用し東北の他地域に比し追肥回数多

く初期生育の旺盛さに比べて穂数，粒数少く，枯上り多

く豊熟期間の短かいという特徴がみられ，収丑は550極

程度に停滞している．ことにこの債向は庄内南部に著し

く，北陸型に近い生育形態をとっている．

土壌のNの天然供給力は堆肥加用下多い場合で頼程

度の施肥によっても1的感慨より吸収していない．しか

もその大部分が7月下旬までに吸収され豊熟期間にはほ

どんと吸収されず，出穂後の乾物重の増加・養分ことに

N，P，Kの吸収増加がみられなく，体内にはSi，Mn

が少くPの多い生理状態を示している．この点東北北東

部の冷害頻発地帯の稲（北海道型の南下したような稲型）

とは対照的である．

このことは環境条件ことに気象に支配されるところが

大きいと解されるが，庄内地方は6月までは秋田と同様

やや低温で東北型の推移を示すに反し，その後は高温と

なり北陸型に近く，しかも海洋性で温度較差少く内陸よ

り湿度の商い塾を示している．

一方土壌の生成をみるに地区全体は海岸沼沖硫平野で

あり，北部及び南部に安山岩に由来する母材の混入する

以外は凝灰岩に由来する透水性の思わしくない粘質土壌

が大部分で，田川南部には赤川扇状地を中心として花岡

岩質の砂質土境が多い．又海岸砂丘沿には泥炭がみられ

るが・これら土壌の性質は母材とその推移様式，地形に

強く支配されている．これらが原因して北部（ことに飽

海北部）に肥沃性の高い土壌，田川南部には漏水性浅耕

土壌が多いことになる．

個別技術の効果に関する解析：この土壌の性質より生

産を対照とした地域区分を行い，その地区の代表地点を

選定してより詳細に技術解析を行った．栽培とは水稲の

もつ生理生態的特性の下に環境条件を克服又は活用して

有利に生産を上げる手段であるので，環境条件や人為的

に与える処取こ対して水稲がどのように生育反応を表わ

すか個別技術について究明した．その結果をまとめると

表の通りで夫々に収量構成上の生態反応及び増収効果が

臭っていることが知られ，初期生育促進に関連したもの

は大して収丑には効果少く，後期生育に関連する透水性

肥沃性の効果が大きいことが知られる．この結果より従

来の技術をそのまま用いるとすれば個別技術の効果の大
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小については理解出来るが，個別技術は単独で効を奏す

る場合と客土と密構，濠緋と排水などのように互に関連

せしめることにより効果をより発揮する場合がある．つ

まり個別技術による生育の巾，増収効果は夫々の地榊こ

おいて異るとみるべきであるが，この個別技術をどのよ

うに配列した方が有利かこの点について次に究明した．

技術の組合せ（体系化）：肥培管理とはある設定した

目標に正しく有利に到達させるための一連の手段である

が，この個別技術の組合せ，目標の設定のやり方として

計画栽培・期待生育の概念より澗繹生育反応を生育時期

生育丑，生育塑の3省を中心として設定した．この期待

生育は庄内地方を前提とすることはもちろんであるが，

他の環境，経営条件の興る地域にも変形により適応され

ることは当然である．

かかる期待される生育反応を果して人為的にとらしめ

るかどうか種々の問題があるが，生育調整方法としての

個別技術の生育に対する特徴をこれに活用したのであ

る．例えは次のごとくである．

1穂数を確保し易い条件一灯苗，密植

2　初j崩生育を抑制する条件一客土，培土，無燐酸，

臨草剤の佐用

3　粒数，稔裂をよくする条件一有機物多用，探耕，

培土，追肥

4　立鵜をよくする条件一透水性と水管理，肥沃度の

増大

庄内の稲作は初期生育の旺盛さに比して後期生育の伴

っていないところに問題があるので，上記条件を活用し

期待生育型に接近せしめるとなれば，穂数確保を前擬と

するから（穂数と収量とはほどんと正の関係であるので

畑苗を使用した方が有利）畑肌でやや密松を行い移植後
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はむしろ初期生育（ことに伸長）を抑制する手段をとっ

た方が有利であり，その後は土壌基盤を肥沃性と透水性

の具備にともなって後期生育を有利に展開出来るものと

考えられる．それを実証するため各地で試験を行い目標

とした750旬／10tZ程度の収量をあげるに成功したのであ

る．

現在東北においてとっている多収役の技術的方向とし

ては要約すれば次の通りで

600～750極／10‘Z‥・・苗の改良，早柿，密航

750～900わ　　　‥・深耕，客土，有機物併入，透水性

90帥ダ以上　　　・‥両者の組合せ

あるが，庄内においてもこの例にもれないと同時に，

750短文はそれ以上の生産の1iT能性があるように．思われ

る．

しからばその可能性を全地域に実現するため果して具

体的施策として実施可憶かどうかである．客土材料・潅

漑水設備の点ではil司家又は相棒按汽により，かなりり能

である．ただ肥沃化の点で米生産の有利な現在経営上他

の作物を入れることの是非，肥料形態，川畑転換，裏作

導入など未解決の問題が多いが，その時代その場所にお

いて最も有利に生産を上げるためには土壌をいかなる作

物をも作り，かつ技術的に調節される方仰こ土壌基盤の

整備のなされることが大切である．

技術の簡略化：従来の個別技師こおいては夫々代替技

術が考えられるので，本来その個別技術に何を望むか明

らかであればかなり簡略化と代替が可能である．たとえ

ば客土において初期生育の抑制・透水性・Nの持続性な

ど望むとなればそれぞれに前述の如き代替技術がある．

除草には除草剤の有効なこというまでもなく，緋産の意

義は根の伸長と肥沃性の分布こあるとなれば黒泥質の肥
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沃なやわらかい土壌では耕転は不要となる筈である．結

局かかることより考え現在の移植栽培を前蛙としてもか

なりの一方働生産性を上げうることが出来，かつ技術の簡

略化が出来るようである．さらに肥沃で透水性のある土

壌では直播も有利に展開出来，ことに穂数の確床が有利

なためむしろ移柿に勝る収＿是の向上も可能な結果をも得

たのである．

むすび：以上により個別技術の配列の方向性が明らか

となり他地域にも十分活用出来，社会経済条件を加味し

て技術を組合せる可能性を明らかにし得た．叉安全多収

省力，機械化栽蜘こおいてとるべき方向，さらには技術

研究のあり方をも明らかにLftきたと解しているが，この

詳細は後刻報告の予定であるのでそれを参照されたい．

＊　現東海近畿農試

農産物の　消費　に　つ　い　て

一第1報．米一

神　　　公　昭・佐々木　勝　美

（青　森　県　魚　試）

シェフアードは，「虔業者の仕事は物を生産すること

に終始することではなく，むしろ出発点は潜在的酢客が

何を欲求しているかを発見することにある」，といって

いる．又さらに今までの流通l‾軋越が庭先で捉起される板

木的あやまりを指摘し，消費者が何を欲っするかをはっ

きり撮んでから生産に移るという単純な事実が農業者に

理解されない場合がしばしばあると力説する・

しかしこういう事はなにも農業者に限ったことではな

く，研究者や，為政者にもよくみられることであり，大

いに反省の余地があろう．

この調査研究はこのような考え方から，流通が生産と

同じく極めて重要な位置をもつものであり，あらゆる合

理的生産は，全て厳しい市場調査をへて行われるもので

あるということを理解してもらうと共に，消費の実態を

今後の行政，研究の分野に少しでも反映してもらいたい

という意図の下に企lL均されたものである．

調査方法はアンケートによったが，調査表配付のカ法

として，小学校の生徒に附寸して回収する方法をとった

ので，回収率は殆んど100％になった．

．開査時期は昭和35年10月である．

回収数は青森1033，弘前962，八ノーi906，合計2931で

その中，採用数は夫々1010，877，850，合計2・737であ

る．

調査上の間題点および集計上の約束など若干あるが，

ここでは省略し，ただ1人当りとあるのは所紬こついて

は生活消費単阻食料は食料消費単位に換算したもので

あることを附託するにとどめる・

1．　職業と所得

調査対象の職業は俸給生清者が最も多く，53％を占め

次で商工業の17％，労務者10％その他の職業8％，以下

農林業，自由業，無職，旅館飲食業の順になっている．

一世帯当りの月所得は第1図のように，1．5万円から

第1図．収入階層別構成比

2万円の階層が最も多く．4万から4．5万円の階層が比較

的少ない．又5万円以上の階層は5千毎に区切らなかっ

たせいもあるが比較的多い．平均では一世辟当り24，702

円である．これを1人当りにすると，5～6千円の屑が

厚く，9～10千円の層が最もうすい．

平均では青森市が6，111円で若干多いが大差なく，三

桁平均では5，865円になる．

所得は職業によってかなりの開きがあり，青森市の俸

給者が最も高く，弘■前，八戸では旅舐飲食業が高くなっ

ている．最低は青森では袋林業，弘前では無職，八戸で




